
倫理審査申請システムからの
実施許可申請について
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2022/8/18 中央倫理委員会事務局
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2022年8月から
倫理審査申請システムに
「実施許可」申請機能が追加されます。

変更点

所属機関以外の倫理委員会で「承認」された研究の
「実施許可」申請を倫理審査申請システムからおこないます。
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1. 所属機関の長の「研究実施許可」について

2. 学校法人日本医科大学における「実施許可」申請について

3. 倫理審査申請システムからの申請方法

4. 実施許可申請済みの研究について

5. 倫理委員会事務局の連絡先
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1. 所属機関の長の「研究実施許可」について
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倫理委員会の審査～研究開始まで
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倫理委員会で
「承認」され
た研究の実施
について機関
の長へ確認を

依頼

倫理委員会の「承認」
だけでは研究を開始で

きません！！

倫理委員会で「承認」
された研究の実施を許

可（承認）

※

研究機関毎に研究責任者が自機関へ実施許可申請をおこないます。



倫理委員会で「承認」された研究を行う際には、
所属機関の長が発行する「実施許可書」が必要です。

「実施許可書」

倫理委員会では、研究の「審査」をおこないま
す。

倫理委員会の審査で研究が「承認」された
だけでは、研究を開始することは出来ません。

所属機関の長からの「実施許可書」を受領後、
研究を開始することが出来ます。
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2. 学校法人日本医科大学における「実施許可」申請について



所属機関の倫理委員会審査時

所属機関以外の本法人倫理委員会審査時

本法人以外の倫理委員会（外部倫理委員会）審査時

8

研究が「承認」された倫理委員会により「実施許可」申請の方法が異なります。
２，３の場合は倫理審査申請システムから「実施許可」申請をおこないます。

→ 11ページ

→ 10ページ

→ 9ページ



 所属機関の倫理委員会審査時

倫理委員会の審査終了後、「承認」された研究は、倫理委
員会事務局が「実施許可」申請へ進めます。
このため研究者は、「実施許可」申請は不要です。
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「実施許可書」は研究課題詳細表示
画面の申請履歴から印刷します。

例：付属病院の研究者が
単機関の観察研究の審査を付属病院倫理委員会へ申請した場合
倫理審査申請システムからの「実施許可」申請は不要です。



 所属機関以外の本法人の倫理委員会審査時

10

倫理委員会の審査終了後、「承認」された研究は、研究者
が倫理審査申請システムから「実施許可」申請します。

例：付属病院の研究者が中央倫理委員会へ申請した場合、
中央倫理委員会の審査が「承認」された後、
倫理審査申請システムから実施許可申請をおこないます。



 本法人以外の倫理委員会（外部倫理委員会）審査時
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倫理委員会の審査終了後、「承認」された研究は、研究者
が倫理審査申請システムから「実施許可」申請します。

例：付属病院の研究者が他大学の倫理委員会の審査申請した場合、
倫理委員会の審査が「承認」された後、
倫理審査申請システムから実施許可申請をおこないます。
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「実施許可」申請時に準備する資料
・代表機関の審査資料一式（必須）
・代表機関の審査結果通知書（必須）

必要に応じて
・自機関用に編集した同意説明文書・オプトアウト
・研究計画書補遺
・外部機関への試料情報に関する届出書
・審査概要
・大学院教授確認書（様式10-1、10-2）
・研究に係る利益相反状況申告書 ★ → 13ページ
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★「研究に係る利益相反状況申告書」の提出について

利益相反マネジメント委員会HP https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html 参照

※ 研究代表者が利益相反マネジメント方法を別に定めた場合は、研究代表者の定めに従います。

倫理委員会への審査申請時に提出済みのため、審査資料に含まれています。
このため、実施許可申請時の提出は不要です。

 所属機関以外の本法人倫理委員会審査時（中央倫理委員会など）

 本法人以外の倫理委員会（外部倫理委員会）審査時
・利益相反「有」の場合

先に利益相反マネジメント委員会への申請が必要です。
申請方法の詳細については利益相反マネジメント委員会HPを確認してください。

https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html

・利益相反「無」の場合
実施許可申請時に提出してください。

※ 「研究に係る利益相反状況申告書」は各所属毎に作成します。
※ 倫理審査申請システムから申請時、直筆の署名は必須ではありません。署名をしない場合、名前を入力してください。

https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html
https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html
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3. 倫理審査申請システムからの申請方法



倫理審査申請システム

の場合、
「本法人倫理員会で承認済み課題の申請」を選択
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「実施許可」申請は、申請者用メニューの「新規申請（実施許可）」からおこないます。

倫理審査申請システムへログイン後、
「申請者用メニュー」の
「新規申請（実施許可）」をクリック、
「新規申請（実施許可）の準備」へ進みます。

の場合、
「外部委員会で承認済み課題の申請」を選択



 所属機関以外の本法人の倫理委員会審査時の申請方法

承認を受けた倫理委員会を選択：
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「本法人倫理員会で承認済み課題の申請」を選択すると「新規申請（実施許可）の準備」画面が表示されます。
「承認を受けた倫理委員会」「所属機関の倫理委員会（実施許可申請の担当）」を選択します。

所属機関の倫理委員会（実施許可申請の担当）を選択：

審査結果通知書に記載されている倫理委員会を選択

所属する機関の倫理委員会を選択
（実施許可申請の対応は倫理委員会事務局がおこないます。）
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 本法人以外の倫理委員会（外部倫理委員会）
審査時の申請方法

承認を受けた倫理委員会を入力：

「外部委員会で承認済み課題の申請」を選択すると「新規申請（実施許可）の準備」画面が表示されます。
「承認を受けた倫理委員会」を入力、「所属機関の倫理委員会（実施許可申請の担当）」を選択します。

審査結果通知書に記載されている倫理委員会を入力

所属機関の倫理委員会（実施許可申請の担当）を選択：

所属する機関の倫理委員会を選択
（実施許可申請の対応は倫理委員会事務局がおこないます。）



18

申請情報を入力します。
申請基本情報の入力

「申請区分」の「外部委員会で承認済み課題の申請」を選択すると
申請基本情報に「利益相反」区分が表示されます。

利益相反の入力について →20ページ

申請時、研究者の講習受講が必須となります。
講習受講歴に警告やエラーが表示される場合、
早急に受講を進めてください。

※



利益相反の入力について

 利益相反「無」の場合

・一括審査参加前に利益相反マネジメント委員会へ、審査を依頼します。
審査の依頼方法については利益相反マネジメント委員会HPを確認してください。

https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html

・システムから実施許可申請時、利益相反「有」にチェックを入れ、
「研究に係る利益相反状況申告書」と「利益相反マネジメント委員会審議結果」
をシステムへ登録します。

 利益相反「有」の場合

研究代表者が利益相反マネジメント方法を別に定めた場合は、研究代表者の定めに従います
詳細については https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html （利益相反マネジメント委員会HP）を確認してください。

利益相反「有」の場合
「利益相反確認中」のフローへ進みます。

・一括審査参加時に研究代表者へ申告すべき利益相反がないことを報告します。

・システムから実施許可申請時、利益相反「無」にチェックを入れ、
「研究に係る利益相反状況申告書」をシステムへ登録します。
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※

「申請区分」の「外部委員会で承認済み課題の申請」を選択すると
「申請基本情報」画面に「利益相反」区分が表示されます。

https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html
https://www.nms.ac.jp/coi/hoho/rinsyo.html
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新規申請後の申請・報告について

「新規申請（実施許可）」が許可されると、研究課題詳細画面に「申請メニュー」に変更申
請などのメニューが表示されます。

※※



所属機関以外の倫理委員会で「承認」された研究の
実施状況報告（年次報告）について
【所属機関】へ報告

「所属機関の長」へ研究の実施状況を報告
研究者は1年に1度、研究の実施状況を所属機関の長へ報告します。

【倫理委員会】へ報告
代表機関から実施状況報告を求められた場合（一括審査参加時）
研究者は代表機関へ実施状況を都度報告します。

※ どちらの場合も、倫理審査申請システムから報告をします。
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実施許可日 1年

【所属機関】研究者は所属機関
の長へ研究の実施状況を報告

【倫理委員会】代表機関から実施状
況報告を求められた場合に報告

※※
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４. 実施許可申請済みの研究について
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既に実施許可申請済みの研究について

システム担当者が倫理審査申請システムへのデータの取り込
み作業を行います。

対象となる研究の責任者には個別に案内をおこないます。
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５. 倫理委員会事務局の連絡先



機関名 機関の長 担当部署 連絡先 担当
日本医科大学付属病院 病院長 付属病院倫理委員会事務局 nms_fuzokurinri@nms.ac.jp

（臨床研究総合センター）
多摩永山病院 病院長 多摩永山病院倫理委員会事務局 nms_nagayamarinri.group@nms.ac.jp

（庶務課）
武蔵小杉病院 病院長 武蔵小杉病院倫理委員会事務局 nms_kosugirinri.group@nms.ac.jp

（庶務課）
千葉北総病院 病院長 千葉北総病院倫理委員会事務局 nms_hokusohrinri.group@nms.ac.jp

（庶務課）
日本医科大学 学長 日本医科大学倫理委員会事務局 nms_rinri@nms.ac.jp

（庶務課）

「実施許可」申請の対応は、所属機関の倫理委員会事務局が担当します。
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